芥川龍之介『妖婆』の技法 by 川野, 良
r妖揆』は大正八年r中央公論」九月号及び翌十月秀Icr妖摂
続篇」として発表さ
れ
た。その後は、昭和二十九年十二月発行、
岩波書店刊の
r芥川龍之介全巣」頌三
巻
、昭和三十三年三月発行、
筑摩書房刊の
r芥川龍之介全集』第一一巻、昭和五十三年十月発行
、
岩波書店刊『芥川龍之介全巣』第三巻にそれぞれ収録されていろ。
r芥川籠之介全集』は他に、昭和三年発行岩波書店刊のものと、
昭和十年発
行のものが知られて
い
るが、いずれにもr妖翌」は載
せられていない。他の作品において、
このような例は見ない。
こ
れについては、当時のr妖婆』 対す
ろ悪
評が大き
voo
与してい
ると思われる。
r妖婆」とは、その名の
と
おり、怪奇趣味を思わせる。芥川が
・「妖怪」「怪奇現象」に興
味を
持ちはじめた時期や、その度合い
は彼の書簡やエッセイを通して見ろことができろ．
そ
の初見は、明治四十五年七月十六日井川恭宛書簡に、MYSTERIOUSな話しがあったら教へてくれ給へ
あ
の八百万 神々の軍馬の蹄のひゞく社の名もその時序にかい
芥川龍之介『妖婆』の技法
川野
てよこしてくれ給へ
ろせつらの詩集の序に彼は超自然な事
のかいてあろ本は何でも眈説したと困いて
あろ
大に我意を
得たと思ふー笑
とある。次は、大正元年八月二日騒岡蔵六宛笞間に、
如例静平な生活をし
てゐる時に111杏館へ行つて怪異
と
云ふ探
題の目録をさがしてくろ此間生物怪録をよんだら一寸面白かった其外比叡山天狗の沙汰だの本朝妖魅考だの甚現代に縁の遠いものをよんでゐる
とあり、芥川は「怪異」に躾味を抱きながら一方では「甚現代に縁遠いもの」と評す
ろ
。
芥川の内部に「妖怪」や「怪奇」に対すろ興味や好奇心は徐々
に増していったらし<r椒圏志異』という、いわゆろ口沿U」面霊」の聞書集がみられる。これは中閲の有名なr切斎志異』にのっとった命名であろう。こ r椒II志異」は昭和三十年六月に、ひまわり社から発行
された。
葛巻義敏は
その解説において、
旧制高等学校時代から大学時代
．にかけて先輩、知己、友人
、
家族その他 から聞き、また況書等で知り得 「妖怪該類」
良
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を消箱したもの。
少くとも大正三•四年Cろまでには完成し
たと思われる。
と述ぺ、
芥川が大正一一・三年Cろまでには妖怪に関
するOO田をま
とめていたらしいことを明かにした。
その後、
ノートに「妖怪」についての党え咎は数々見られ、
そ
れを素材にし 初めて小説化した
のが、
この
r妖婆」である
。
r妖婆」に続き翌九年『赤い忌』の一月
号に
r阪術』を、更にr人
間』の四月号から六月号にエッセイr竹窟笑』を連載
し、
その中
に「妖婆」につい
て
英語にはwitchと唱ふるもの、
大むねは
妖婆と闊訳すれど、
年少芙貌のウイッチ亦決して少しとは云ふぺからず（略）日本にては山姥鬼婆共に純然たるウイッチならず
とあり、
大正十年一月r新家庭」の「近頃の幽坦」にも同じよう
、
な見解が述ぺられ
ろ
。
大正十年の
『
赤い烏』一月号に掲載さ
れたrアグニの神』はr妖
婆と非常に関連 深いので、
後に二者を比較して詳述する。
そ
の
後は「四谷怪談」（大正十二年『新演藝』六月号）などの随筆
を也き、
最後に、
昭和二年r改造」三月号に
r河窟』を発表する。
また、
芥川は、
大正元年七月二十一日山本召養司宛葉宙に、
首
から血が流れている絵と共 THE
MYSTERY 
OF 
Love 
is 
greater 
than 
that 
OF 
LIFE
. 
WILDE
.
という添えむ
を
し、
大正十三年、
澄江の署名で
の中で
がれ
という狂歌まがいの短歌とともに「一目
怪」
「のつぺらぼう」「か
ら傘の怪」などを描 てい
る。
これらのことから芥川が「妖怪」
ゃ「化け物」に対して愛若をおぽえていたことは確かであろう。
しかし、
芥川の友人恒藤恭は、
昭和二年八月「友人芥川の追切」
彼は
妖怪
を愛した。
しか
し妖怪の存
在を信じてはいなかった。
と述ぺ、
前述の芥川の藤岡蔵六宛む簡の「現代に緑遠いもの
」と
いう
苫葉と併せ考
えろ
に、
芥
川は妖怪そのも には興味を示しつ
4 
つも、
実際に怪奇現象がおころとは思っていなかったら
しい。芥
―5 
川
の
蔵宙にはr闊斎志汎』r夜窓鬼談」r夜諏随録』r珠祁談怪』一
など、
「妖怪」「幽盆」に関する苔物が多い。
r妖婆」の梗概を述べる。
さて次に、「日本橋辺の或る出版苔帥の若主人」新蔵の体験したという話
で、
新蔵はあ
る
悩み事を友人の泰さん
に相談す
る
と、
泰さんは近
頃評判の「神下し」
の
お品婆さん
のところで占って
も
ら
ったらど
うかという。
新蔵は泰さんにつき添われ、
本所にある婆のところ
にいくと、
その家には婆ばかりか、
行方しれずになり、
新蔵
の悩
みの種であったお敏がいたのである。
婆は両親を失った遠緑の娘
•••••••わが
めづるばけものどもを面に描けり怖くなくともすこし怖
であるお敏を引き取
って、
お敏の魂に咲娑紐の大神を祈り下して、
・
神憑りになったお敏の口
か
ら神の差し図を仰ぐのであ
る。
そのた
めにはお敏は是非と
も
必要で、
そ
れはほとんど拷問に近い方法で
行われた。だから婆は、
お敏
と新蔵の間をさこうとし、
新蔵は泰
さんの協力を得て、
お敏
を取りもどそうと
苦心す
る。
泰さんの苦
心、
苦肉の策は、
婆の妖術によって
ことととく妨害されろ。
しか
し最後には、
婆が笛にうたれて死に、
新蔵とお敏はめでたく結ば
れる
。
まず、
婆に託宜を与える「婆娑羅の神」は奈良の新茨師寺に、
国宝「伐折難大将立像」が
あり、
新薬師寺の本尊
「槃師如来
坐像」
を守護する。
この像は、
盆怒の形相がすさま
じく、
矢や剣を持ち
躍動感に溢れている。
しかし
、
芥川はこのような「婆娑縫」の形
相や
性質には触れず、何とも素性の知 ない
神でやれ天狗だの狐だのとい
ろいろ取
沙汰もありましたが
と述ぺ、
「パサラ」という音の持つ一種聞き恨れない不思議さに
引かれて、
この神を選んだのかも知れない。
r妖婆」は冒頭から、
無線電僭や飛行機が如何に自然を征服したと云つても、
その
自然の
奥に潜んでゐる神秘な世界の地図までも引く事が出来
たと云ふ次第ではありません。あな の御注意次第で、
驚くべき超自然的な現象は、
まろで
夜咲く花のやうに、
始終我々の周囲にも出没去来してゐるの
で
す
。
というように、
読者の注惹を喚起す
るためのや
や誇張した怪奇趣
味が描かれろ。
続いて街角に普通に って
い
る出来事の中に、
紙
屈が必
ず四つ辻でうずまくと
か、
その紙屑に必ず赤い紙があ
ろと
か、
誰もい
ない停車楊に屯出がとまり、
車掌が「御乗りですか」
と声をかけるとか、
不思議な現象を並ぺたて、
読者の恐怖心を煽
ろような苦心が払われる。
しか
し、
それ
らの挿話は真実味に欠け、
誇張がすぎて えって逆効果
を
与えたのではないか。
r妖婆」における怪奇現象をあげると次のとおりである。
まず
お烏婆さんの風采が、
000000000
0大柄な、
切髪の、
界が低い
、口の大きな、
青ん膨れに膨れた姿
が、
黒地の単衣の襟を抜いて、睫毛の疎な目をつぷつて、
水
気の来たやうな指を組んで、
惣魃の如くのつさりと
、烈
一ば
いに坐つてゐました。
0ものを云ふ声が、
茄の呟くやうだったと云ひましたが、
かう
して坐
つ
てゐるのを見ろと、
益も酪、
容易ならない磁の怪が
人閻の姿を装つて、ヤ刃気を吐かうとしてゐる・・・・・・
と也かれている。
「背ん庇れ」という表現を芥川は、
r手幅」五
の中に「浮雁甚しくて死ぬ。
背ぷくれ1と、
老吸の死体を評する
のに用いていろ。
「硲」は中国では、
「蝦蛮仙人」となり函気を
吐き、
霧や雨を呼ぶ。
それは、
近松門左衛門のr煩城島原蛙合戦」
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1こ
音に聞たろもろこしに、
蝦慕仙人の、
法をつたへて末の世に、
めをどろかすばかりなり
とあり、
またr郡斎志異」に
も「青蛙神」という神がおり、
その
神は
、往々
巫の口をかりてものを言
う。
巫には、
神の喜怒を察す
ろ力があって「喜んでおられろ」とgえば、
福が来ろし、「怒
っておられる」と言うと、
婦女子は居ながらにして愁咲し、
食事をやめてしまうものもあろ。
（平凡社
中国古典文学大
とよまれて
いる。
婆の異様な風采の外にも、
怪現象は色々と描かれる。
婆の笞い
たお札が死体の足の裏にはりついていた
り、
座敷にいながら川へ
身投げすろ音を聞く。
又、
新蔵とお敏の間をひきさくために、
新
蔵に対して様々な恐怖
を
与える。
黒い烏揚羽が新蔵の行く先々に
現われ、
新蔵
とお敏が秘かに会っているところに、
人間の目が浮
び、
新蔵
が飲もうとするビールのコップに見恨れない人間の顔が
現われ
眼が二つ写り、
たえず人の視線を感じる。
また、
新蔵に
も塞が揚羽の群のように
思われ、
電車の中で自分の座席の前のつ
り皮が電車が揺れる に動かないという現象が現
れ、
また泰さん
と新蔵との 話中に「あへぎ」「まだる 声」が入ってくる。
泰
さんには、
お敢のことを相談しているので新蔵の恐怖心は益々募
る。
系41•昭和四十六年四月発行）
とされている。
日本においても、
歌舞伎や浄瑠璃に脚色された百＃E也豪傑輝」
や「児雷也豪傑物語」などに見
え
ろ「児雷也
」
が「蝦襄」の妖術
．を
使う。
「
蝦幕」の妖術は、
中閲から伝わり、
日本の怪奇談の中
芥川は、
エドガー
・アラン・
ポーの小説を好み、
ポーに関する
に定若した。
「
蝦慕」はその異様な風体により、
不気味がられ術
講演
を
大正十年二月五日に東京大学
で
、昭
和二年に新混高等学校
を使う物、
或いは妖怪
とされたのかも知れない。
で二度行な
い
、芥川とポーとの影響関係もg及されてい
る。
ポー
．婆
は午前二時にな
ると、
竪川の中へ入って水に頭
までつかり、
は、
短編作家として、
独特の
怪奇的な小説を召く。
ポーの
「怪奇」
.l
二十分あまりも入っていろ。窯中でも、
頭に巴
をつもらせて祠8
は、
人間の精神を極限状態に追いつ
めその反応を描き、
超自然現
のように泳ぐ。
「顛」も、
妖怪
の
一種であったらしく『夷歌百鬼
象を伴わない。
ポーのr襄ぎる心臓』
は、
主人公が一人の老
人を
夜狂」（新群書類従）に
、
．精
神的に晉迫し、
直接的には手
を
下すことなく殺害し、
死体をパ
雨の夜の案山子とみゆる姿に
は．
ラ
パラにして床
下に埋める。
彼は、
見
ま
わりに来た警官と話して
身の毛もぞつとよだっ川願
いるうちに、
耳
の
奥で老人の鼓動が聞こえ、
実際には何の音も聞
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●:tit:f'4、-と“
こえないにもかかわらず、殺害を自白してしま
う。
その時の精神
．状態は「神
経質も神経質、
病的なまでにひどい
神経
質」「私の感
覚は、
異常に鋭敏になっておりました3（岩波文庫
中野好夫訳
昭和五十一一」
年
）
と書かれている。
＇．
新蔵の目前におこった様々な怪奇現象も、
実際
に
婆の不思譲な
カのまきおこし
たものであると同時
に、
新蔵自身の思い込みで、
新蔵の、
婆とその妖術に追い
つめられた彼の精神状態
が
、一
種の
脅迫観念を引き起し、
あらぬ幻影を見させ
たのでは
あるまいか。
烏揚羽の群のような雲
や
、電
m
のつり皮などは、
そのような要紫
を多分に含み、
そこ
にポーの影響をみて取ること
ができる。
r裏ぎろ心臓」の殺吾の原因は「
老人の
眼」であ
る。
この「眼」
の描写が、
お敏と新蔵を藍視するかのように現われる「眼」と酷
似すろ。
そう
です。
あの
眼でとざいま
す。淡碧い瞳、
しかもそれにす
っと一枚薄い膜のかかったー（裏切る心臓）
I 
think 
it 
was 
his 
eye 
I 
Yes, 
it 
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!
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eye
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gCCCXCV) （これは岡大本によるが、芥川はMCM
IV
1904のポー全集
を持っており、
芥川文庫に現存する）
、例の電柱の根元の所に、
大
きな人間の眼が一
っ
、勢
霧として浮
び出したぢやありませんか。
それも睫毛のない、うす青い膜の
かかったやうな、
瞳の色の濁つてゐる、
何虜を見てゐるとも
つかない
眼・・・・・・（妖婆）
芥川が、
この箇所をヒントにしていろ可能性は大きい。
また「ピールのコッブに映った
眼」は、
芥
川自身が、
大正十五
年四月に発表した「凶」の中に、
大正十四年の夏、
僕は菊
池寛、
久米
正雄、
栢村宋
一、
中山太
阻堂社長などと築地の待合に食事
を
してゐた。
（中略）その
うちに僕は何かの拍子
に
館蚤の上の表酒罐を眺めた。すると
その妥酒讀に
人の顔が一っ映
つてゐた。
そ
れは僕の願にそ
つくりだった。
しかし何も妥酒讀は僕の穎を映してゐた訣で
はない。
その位櫨には実在の僕の目は開いてゐたのにも関わ
ら
ず、
幻の僕は目をつぶった上、
稽仰向
いてゐたのである。
（中略）菊池や久米も替る替る僕の座に来て坐 て見ては、「うん、
見えるね」などと言ひ合ってゐ
た。
それは久米の登
見によれば、
麦酒讀
の向うに設いて
あ
る杯洗や何かの反射だ
っ
た
。
と祖い
て
いる
これはr妖婆』の発表から六年も後のことであ
る
がr妖婆』の手法の固あ
かしともとれる。
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三次に『妖婆』とrアグニの神』の共通項を挙げて比較してみる。『 ア グ ニ の 神 』 の 神 「 ア グ ニ 」 は 、
古 代 ィ ン ド 神 話 中 の 神 で 元
来火を意味すろ。
ま た 、
このー「アグニ」は、
現 在 天 理 図 書 館 が 所
蔵する肉筆原稿と比較する
に、
「 ヴ ァ ル ナ の
神」
を直したもので、
芥 川 は 「 ア グ ニ 」 の 持 つ 悪 魔 的 な 語 感 に 引 か れ て 、
題に用い
た も
の と
思われろ。
『 妖 婆 』 の 場 合 も r
ア
グニの神』の場合も占いは、
0 そ れ
が又飯綱でも使ふの
かと思ふ程、
霊 顕 が あ る
と い ふ の で す 。
0 こ の 婆 に 大金全沢 つ て 、 親 と か 夫 と か 兄 弟 と か 呪 ひ 殺 し た も の
も大勢ゐました。
（ 妖 ）
〇私
の占
ひは五十年来、
一 度 も 外 れ た こ と は な
いの
で す よ 。 何
． ． 
しろ私 の は ア グ ニ の 神 が 御 自 身 御 告 げ
をなさる
の で す か ら ね 。
（ア）
と い う よ う に 、
決 し て は ず れ る こ と が
な い 。
占 い の 方 法
も、
両者
は
、〇お島婆さんがいざ仕事にとり
か か る と な る
と
、 ま づ そ の 婆 娑 羅
の大神をお敏の体に祈り下して、神売りになったお敏の口から、
' , ' , 1 _ 
一々差 図 を 仰 ぐ の だ さ
う で す 。
（ 略 ） さ う 云 ふ 夢 と も 現 と も
つかない洸惚の境にはいったもの
は、
そ の 間
こ
そ 人 の 知 ら な
•
•••••••••••••••••••••••••••••••••
• • • •
•••••
い世界の消息に
も 通 じ る も
の の
醒 め た
が 最 後 、
そ の
間 の こ と を す
••••••••••••••••••つ か り 忘 れ て
し ま
ひ ま すか ら 、 仕 方 な く お 敏 に
神
を 下 し て 、
そ
の 言 葉 を 聞 く
のだとか
云
ふ事でした。
0 時 々 真 夜 中 二 私 ノ 体 へ r ア グ ニ 』 ト イ フ 印 度 ノ 神 ヲ 乗 リ 移
. ， 1 , ＇ , ' , _ 
ラセマス。私ハソノ神ガ乗リ移ッテヰル間中、
死 ン
ダ ヤ ウ ニ
・ ー1ー1 ー1ー 1_1 ー 1 ー1 ー ー
1 i .
ナ ッ テ ヰ ル ノ デ ス 。
デ ス カ ラ ド ン ナ 事 ガ 起 ル カ 知 リ マ セ ン ガ 、
何 デ モ オ 婆 サ ン ノ 話 デ ハ 、
0
ア グ
ニ 』 ノ 神 が 私 ノ ロ ヲ 借 リ テ 、
イ
0
イ
0
予 言 ヲ ス ル ノ ダ サ ウ デ ス 。
（ア）
と 書 か れ 、
「神」を娘に下
して、
占 う 。
そ の 娘 の 素 性 は
、
〇 お 敏 に は 幼 馴 染 で 母 親 の 姪 に 当 る ‘ 或 病 身 な 身 な し 児 の 娘 か 、
お
島 婆 さ ん の 養 女 に な っ た の で （ 略 ） 今 の 住 居へお敏
をおびき
寄 せ る と 、 殺し て も王 人 の 所 へ は 帰さ な い と 、 強 面 に 云
ひ 渡
し て
しま
ったさう
です。
8 5 
0「・・ ・ ・ ・ ・ 警 察 署
の
調 ぺ
た
所ぢや、
御損さんを攪っ
た の は 、 印 度
l
人 ら し
い ・ ・ ・ ・ ・ ・ 」
0 「 あ れ は 私 の 貰 い 子 だ よ
9
（ア）
と 、
両方とも無理やりにつ
れてき
たり、
さらってきて、
養 女 や 貰
い 子 に し た の で あ る 。
r 妖 婆 」
に
お い
て、
お 敏 の 前 に 使 わ れ て い
た お 敏 の 幼 馴 染 は 、
お島婆さんの養女と
云 ふ の
も 、 引き 取ら れ
てからこ
の 役 に 使 は
れ 通 し
で
（略）と
う と う
しま
ひ に は 心 の 罪 に 黄 め ら れ て 、
あ
の婆の寝て0る暇に、首を総つて死んだと云
ふ事です
。
と、．あ
ま り の 悪 事 や 残 酷 さ
に、
良心が咎めて自殺し
てし
ま
っ た 。
占いに使われる二人の娘は、
その役目をいやがろ。する
と 婆 は
ひ
（妖）
（妖）
F ” 
（妖）
（妖）
どく折遣する
。
0夜更けを待っ
ては怪しげな法を使っ
て、
両腕を空ざまに吊し
上げたり、
頸のまは
り
へ蛇をまき
つかせたり、
聞く
さへ身の
毛のよ立つやうな、恐しい目にあはせろので
す。（妖）
〇屡さん
は眼を怒らせながら、そこに
あった篇をふり上げました。
．．． 
婆さんの罵ろ声に
交っ
た、支
那人の女
の子の泣き声
です。
（ア）
それに対すろ救出の計略は、〇お敏が
神売りの真似を
して、
あの
婆に一杯食はせ
るのが
一番近
道だと云ふ事でした。
（略）お島婆さんの所へ行った時に、
そつとその旨を書いた手紙をお敏に
手渡し
して
来たのです。
〇イツモダト私ハ知ラズ知ラズ、気ガ遠クナッテシマフノデスガ、今
夜ハサウナラナイ内二、
ワザト魔法ニカカッタ真似ヲシマス。
（妙子の手紙）（ア）
というのであろ
が、
いざ実行すろ
段になろ
と、
〇うはぺは正気を失ったと見せ
なが
ら、
内心は更に油断なく、
機会さ．へあれば直し
やかに、二人
の恋の妨げをす
ろ
な
どと、賣の
神
託を下す心算でゐました。（妖）．
〇アグニの神が乗り移ったやうに、
見せ
かけろ
時の近づくのを
今か今かと待って
（ア）
と、
最後は緊張していても、
C
に見えない蜘蛛の巣のやうに、
四方からお敏の心を嬢んで、
何時か夢とも現ともわから
ない境へ引き
ずりこまうと
するの
です。
（妖）
〇睡気はお
ひおひと、強く
なつて来るばかりです。
…も
うかう
な
つてはい
くら我慢しても、
睡らずにゐることは出来ません。
（ア）
と次第に、
朦朧とした境地に
陥ろ
。
〇何時も
の通り死人も同様な眠に沈んでしまひました。
〇殆ど生死 知らないやうに、
いつかも
うぐつ
すり
寝入
って
ゐました。
（ア）
， 
最後に、
無意識となった娘に乗り移った
神と婆と
の対決とな
る。
一5
〇お敏
さんば、
神
を
下さ
れ
た時に、
君たら二人の恋の邪魔をす
一
れば、
あの婆の命に関ると綽返し々々云
っ
たさうだ。が、
あの
婆は
狂言だと
思ったので、
明くろ日鍵惣が行った時に、
この
上は
もう殺生なことをしても、
君たら二人の仲を裂くとか、
大いに息まいてゐたらしいよ。
．．．．．． 
〇お敏
を手離すと
あの
婆が
加持も占も出来なくなるー（妖）
0「いや、
おれはお前の願ひなぞは聞か
ない。
お前はおれの言
ひつけに背いて
、
いつも悪事ばかり働いて来た。
おれ
はもう
今夜限り、
お前を見捨てようと思って
ゐろ
。
いや、
その
上に悪
事の罰を下して
や
らうと思つてゐる
。（
略）お前は憐れな父
親の手から、
この
女の子
を盗んで
来た。
もし命が惜しかった
I ;!
ら 、
明 日 と も 言 は ず 今 夜 の 内 に 、
早速この女の子を返すが
好
い 心一「人を莫迦にするのも、
好 い 加 減 に
お
し。
お 前 は 私 を 何 だ と
思 っ て ゐ る の だ え 。 私 は ま だ お 前 に 欺れ
る程、遭殴は
し て ゐ な
い心算だよ。
早 速 お 前 を 父 親 へ 返
せーー警察のお役人ぢや
ある
ま い し 、
アグ・＿一の神
がそんなこ
と を 御 言
ひつけ
になって
たまるものか。
（ 略 ） さ あ 、
正 直 に 白 状 お
し。
お 前 は 勿 体 な
くもアグニの神の、
声 色 を 使 っ て ゐ る の だ ら
う9
＇ 「 お 前 も 死 に 時 が 近 づ い た
な。おれの
声 が お 前 に は 人 閻 の 声
に聞えるのか。
お
れ の 声 は 低 く と も 、
天 上 に 燃 え る 炎 の 声 だ 。
それがお前にはわ
か ら な い の か 。
わからなければ、勝手にする
が好い。
おれは唯お前に尋ねるのだ。すぐにこの女の子を送
り 返 す か 、
そ れ と も お れ の 宮 ひ つ け に 背 く か ーー 」
「 こ の 阿 魔 め 。
ま だ
剛 情 を 張 る 気 だ
な 。
よ し よ し 、
そ
れ な ら
約 束 通 り 、
一思ひに命を
とつてやるぞ
9
（ア）
.r妖婆
』
は 、
対決の場面が短いがrアグニの神
』
は 非 常 に 長 い 。
「アグニの神」は、
婆に、
神 の 命 令 に 背 く 者 は 、
勤を与えると含
い 放 つ 。
し か も 、
その罰は「死」であろ。
しかし、
ど ち ら も 、 今
ま で
の悪事に神が荷担したこともあり、
思 い 上 が り も 手 伝 っ て 、
婆 は も は
や 真 実 の 神 の 声 を 問 く
こ
と が で き な い 。
その対決の結果は次のとおりである。0たった昨夜一晩の内に、
こ ん な 鋭 い 曲 折 を 作 っ て 、
ま ん ま と |
！
失敗してしまったのです。
（妖）
0 「 計 略 は 駄 目 だ っ た わ 。
つ い 私 が 眠 つ て し ま っ た も の だ か ら ．
ー 勘 忍 し て 頂 猷 よ 9 （
ア
）
このように二人とも、
失神していたため、
自 分 逹 の 計 面 が 失 敗 し
たと思いこんでいる。
と こ ろ が 、
0 「 :
． ． 
君たら 二 人 の 思 が
神に
通 じ た
ん
だ よ 。
お
島婆さんは鍵
惣 と 話 し て ゐ る 内 に 、
神 嗚 り に 打 た れ て
死 ん で し ま っ た 3 欣）
0 ーー そ の 下 へ 仰 向 き に 倒
れ て
ゐ る の は 、
あの印度人
の
婆 さ ん
です。婆さんは意外にも自分の胸へ、自分のナイフを突き立てた 儘 、
血だ
ま
りの中に死
ん で ゐ ま し た 。 （ ア
）
゜
と 、
二人の
婆は死んでし
まう
。
ー 1 ー 1 , ’
'，1 ー ー 1
ー 1 �
.6
0して見ると、
僕 の 計 面 は 、
失敗に終ったのに違ひないんだが、
一
その又計画通りの車が実際は起つ
て ゐ
た ん
だ ら う じ ゃ な い
か。
しかもお島婆さ
んが
それ
を 狂 言 だ と 思 っ た 揚 句 、
と う
と う 自 滅 し た な ん ぞ は 、
ど う 考 へ て も 予 想 外 だ ね 。 こ れ
ぢや
婆娑縫の神と云ふのも、
善 だ か 悪
だかわから
なくなった。荻）
1ー1 ー 1 ー 1 ー ー 1 ー
0今夜の計略が失敗したことがーーしかしその為に婆さんも死
ね ば 、 妙 子 も無事 に 取り返
せ た
こ と が
、 ー— 迎 命 の 力 の 不 思 磁 な
こ と が 、
や つ
と 遠 藤
に も わ か っ た の
は、
こ の
瞬閥だったのです。
「 私 が 殺 し た の
ぢやありませ
ん。あ
の 婆 さ ん を 殺 し た の は 今
夜 こ A へ 来 た ア グ ニ の 神 で す t
（ア
）
や は り 「 神 」 は 本 来 「 毯 」 で あ り 「 哀 」 な の で あ
る か ら
、 「 海 ＿
i 
I 
1 | I 
！ 
I ; 
ー ー
1
..
|ノ
同様な構造は、大正十一年『中央公論』四月号に、告白体で書
かれたr報恩記』にも痰うことができる。
彎色密甚内という大盗人が、盗みに入っ
た
家は、昔恩をこうむ
った北条屋彊左エ門の家で、その話を盗み
問きすると、北条屋の
身代が傾いて
いるらしい。それを救
うぺ＜甚内が金を潤達すると、
今度は、その の息子彊三郎がそのいきさつを聞 、甚内の
・恩に報いろため
に手下にし
てくれと頓む。甚内は禰三郎に雑言を
吐き、足蹴にする。弧三郎は甚内を恨みな ら、報恩の名目で甚内の身変りになって
死んでいく。甚内の冥福を祈ろために、曝し
首を見た北条屋は、それが我息子の変り果てた姿である を見て、悲嘆にくれろ。
四
に対して罰が下ったのであろ。
しかし積悪の報と思へば、これ
も致し方とざいます
まい。
•以
上のようにr妖
婆
」とrアグ一ーの神』は構造が非常に似通う。
いや
、寧ろこの永年
4
天罰も受けずに居りましたのは、不思
お島婆さんも印度人の婆さんも、それぞれに神を祭り、託宜をす
讃だった位でC
ざ
います。が、せめてもの恩返しに、陰ながら
そ
の
ためには媒介
と
してのお敏・妙子がいなければ、占いが
廻向をして
りたいーかう思ったものでCざいますから、
ない。しかし、二人とも「盗んできた」娘たちであって、彼女ら
を
利用して、金儲けや
、悪事を働く。その揚句が神から罰を
・下され、死を与えられろ。「盗んだ娘」によって託宜を得ようとしたこと 神を悪甲に利用しようとしたことに対する報いが死でった。
（報恩記）
し
かし
悴も不述な
や
つでとざいました。いや、伸ば
か
りでは
とざいません。わた もあの阿嬌港甚内に、一家の没落さへ救はれな
ければ、こんな嘆
きは致しますまいに。いくら未錬
だと思ひましても、こればかりは切なうC
ざいます。（略）
わたしはこの
儘生きてゐれば、大恩人の甚内を憎
むや
うにな
ろかも知れません。（報恩記）
000 
0 
北条屋の店が破産をまぬかれたのは、甚内の盗んだ金の力であった。その事実を忘れ、北条屋は甚内に情けをかけようとした。神は、その 屈 身勝手
に
対する罰として、最愛の息子瀾三郎の
首を曝してみせたのである。
最愛の娘の死によって、罰が下されたというのは、r地獄変」（大阪毎日新聞
大正七年五月七日し五月二十二日）にもみられ
る。絵師良秀は、「絵」を成就するためにはずいぶん無理無体な非常識なことをするので人々に忌み舷われていた。というのは、良秀は、優れた絵師でありながら、眼前にお
こ
り、自分自身が見
たこと
しか絵にし
得ないのであった。
あろ日、堀川の大殿は、良秀に「地獄変の屏風」を描けと申し
-·61-
つける。
しかし、
良秀は見たことしか描け
ないがゆえに、
想像し
て描くことができず苦悶する。
大殿は、
良秀の乞い
を
容れ、
楕榔
毛の京に娘
を入れて火を
放ち、
さながらの地獄絵を現出す
る。
そ
の娘が自分の最愛の娘 あ
ることを知りなが
ら、
良秀は「洸憾と
した法悦の輝き」を浮かぺて、
それに見入る。
「地獄絵」の屏風
は完成し、
人々の賞讃
を
集めるが良秀は、
自分の部屋の梁へ縄をかけて、
総れ死んだのでとざいます。
一人娘
を先立てたあ 男は、恐らく安閑として生きながらへる
．
の
に堪へなかったのでCざいませう。
という悲惨な最期を遂
げる
。
良秀は、
見たものしか描けないとい
う欠陥を持ちながら、
あまりにも芸術至上主義でありすぎた。
そ
のため
に、
人々を恐ろ
しい目に遭わせ、
その果てに最愛
の
娘は、
地獄 火に焼かれて死に、
自分
自
身も編り死を遂げる。
これらの作品すぺてに通じて
いえることは、
芸術という「大袈
名分」のためには、
どのような手段を用いても、
他人から盗んだ
ものであろうが、
芸術の素材に
してはば
から
ないとい
う
考え方
で
ある。作品の中では「大義名分」そ
のも
の
が色々な形を取って現
れる。
r妖婆』やrアグニの神』で
は、
占い た
め、
r報恩記』で
は、
家業のため、
r地獄変』では芸術の
た
めで
ある。
その「大袈
．名分」のためにはどんなことでも許される。このような手前勝手
な利己的考え万を、
神という人間性を超え
た
絶対的な存在が許さ
なかったのである。
こうした「
大袈名分」によって、
自分の行動を正当化しようと
するのは、
既にr羅生門」(r帝国文学」大正四年十一月）にみ
られ
る。下人は最初は、
死体から髪
を
抜い
ている老挟に対して、
又「あらゆ 悪に対する反感が、
一分毎に強さ
を増して来」て、
餓死する
か盗人になるかと云う問題には「何の未練もなく、餓
死
を選んだ事だ う」
と
いう心塊であっ
た。
しかし、
老婆の話、
「成程な、
死人の毛を
抜
くと云ふ事は、
何ぼう悪
い事かも知
れぬ。
ぢやが、
こ、ICゐる死人どもは、
皆、その位な甲を、
さ
れてもいA人間
ばかり
だぞよ。現に、
わしが今、
髪を
抜
いた
女などはな、
蛇を四寸ばかりづAに切つて干したのを、
干魚
だと云うて、
太刀帯の陣へ賣りに往んだわ。
（中略）わし
は、
一26
この女
のした事は悪いとは思うてゐぬ。
せねば錢死を
する
＿
ぢや
て
、仕方が
なくした事
で
あろ。されば、今又、
わしのしてゐ
た事も悪い事とは思はぬぞよ。
これとてもやはりせねば、
餞
死をする や
て、
仕方がなくする事ぢやわいの。
ちゃて、
そ
の仕
万がない事を、
よく知つ
てゐ
た
この女は、
大万わしのす
る事も大目に見てくれるであろ
。」（羅生門）
を聞いてから
は、下
人の心に「或勇気」が
生まれてき
た。
それは、
さつき門の下で、
この男には鋏けてゐた勇氣である。
さうして、
又さつきこの門の上へ上がつて、
この老婆を捕ヘ
た時の勇氣と
全然、
反封な万向に動かうとする勇気であ
,＇
、
る。下人は、
餞死をするか盗人になるかに、
迷はなかったば
言語表税研究（兵庫教百大学）
第五号
第十四号
岐阜女子大学紀要
第十六号
九州大谷国文（九州大谷短期大
学
）
金城四文（金城学院大学）
第六十三号
近代文学研究 上智大学）
第五集
近代文学論集（九州
大
学）
第十三号
研究紀要（尚銅大 ）
第十号
紀要（日本 人文科学研究所）研究論簗 開成学園）
第三十三
号、
第三
十四号
第十五号、
第十六号
第七号
国語菌文学報（愛知教育大学）国語 文研究（北海辺大学）八号
第二十八号
第四
十四集
第七
十六号、
第七十七号、
第七十
かりではない。
その時の、
この男の心もちから云へば、
餞死
などと云ふ事は、
殆、
考へる事さへ出来ない程、
意盆の外に
追ひ出されてゐた。
というように、
下人の心は変化していく。
最初は「盗みは悪」で
あったものが、
「生きるためには盗むことは悪ではない」となろ。
「生きる」ために「
盗
み」も正当化されろ。
このような意論は、
芥川の生涯にわたろ文学上の意識であり、
．たえずそれに悩まされ
ていたのでは るま か。
（本学大学院研究生）
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研究室受贈図書雑誌目録（三）
第十七号
文学編
語学と文学（群馬大
学語文
学会）
第二十四号
国語学研究（東北大学）
第二十六号
国語学研究と資料（早稲田 学）
第十号
第一号
創刊号第五号
因語研究（横浜国立大 ）国語閲文（金沢大学）国語 文（高野山大学）
第十二号
国語 文（東海学園女子短国語 文学（岐阜大学教育学部
第十八号
59.60 
国語 文学（名古屋大 ）国語 文 （福井大学）閲語 文学
研
究（熊本大学）
国話国文 会誌（ 習院大 ）国語 文学会誌（福岡教育大学）
第二十六号
第二十三
号
．
第三十号
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